
  

  

まち協会報〈第 5 号〉 平成２９年 12 月１日発行 まち協会報〈第 5 号〉 平成２９年 12 月１日発行 

【我がまちの史跡・人物を訪ねて】 

           庄司、本誓寺
ほんせいじ

の道を挟んだ前に、船曳山があり、草木の生い茂る中、船曳杢
ふなびきもく

左
ざ

衛門
え も ん

の墓がひっそりとあります。  

          もともと、播磨の佐用郡
さようぐん

の地侍で、黒田家にとっては敵方の武将であったが、

後、黒田家に仕え、黒田２４騎につぐ、黒田家臣団１６２家の１家となり、

黒田官
くろだかん

兵衛
べ え

孝
よし

高
たか

が豊前国中津川城主の時に同行し、その後官兵衛の子、黒田

長政の家来となる。  

           船曳杢
ふなびきもく

左
ざ

衛門
え も ん

近正の時、穂波郡合屋
ほなみぐんごうや

村
むら

８００石を賜り、その後、近正は、

穏居 

料として、庄司村の一部、１００石を賜り余生を過ごしたそうです。 庄司の穀倉で村を輿し、河

川の移動 

修理、田畑の大改修工事等、用地の開拓で村を富ます努力に励み、庄司の村では、広く愛され、大

変慕 

われていたそうです。 

 その後、死期を悟った杢
もく

左
ざ

衛門
え も ん

は、自ら墓石を掘り、 生きながら墓穴に入り鉦鼓
か ね こ

をたたきなが

ら、賑やかに振る舞い即身成仏
そくしんじょうぶつ

（生きながら仏になる）の往生をとげたといいます。 
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平成３０年４月１日より  

  地区公民館の   

 

交流センター化決まる 

幸袋地区に防災機能を備えた 
「幸袋防災交流センター」の設置を要望 
 幸袋まち まちづくり協議会では、公民館を住民の皆さんの情報発信の拠点とし

て、また生涯学習・サークルなどのクラブ活動を行う施設として活用しています。  

 今後はさらに広範囲の年齢層の方々がいつでもさまざまな活動や交流・コミュニ

ケーション、さらに地域における風水害・地震などの災害時における防災機能を備

えた緊急避難所としての施設を要望しています 

まち協キャラクター 

「幸ふくろう」 

着ぐるみ制作中 

まち協ベストできまし

た。 

人物編 庄司 村おこしの功労者「船曳杢
ふなびきもく

左
ざ

衛門
え も ん

」 

神
しん

功
こう

皇后
こうごう

三韓
さんかん

出兵
しゅっぺい

の帰路、皇子、のちの「応
おう

神
じん

天皇
てんのう

」を生み、大分宮を経

て、撃
げっ

鼓
こう

神社で「白旗八流
しらはたはちりゅう

」（白旗山呼び名の一説）を奉納し、池の水を

汲んで授乳の祈願をしたことから、乳の池と呼ばれるようになった。 以後、

産婦の乳が少ないとき、池の水を汲んで祈願する遠近の産婦がたえなかっ

たそうです。  

 応神天皇は、大和朝廷１５代目の天皇で、全国２万社の八幡宮の祭神です。  

父は、１４代目天皇の、仲哀天皇です、田川の仲哀 トンネルの由来は、天皇が熊襲（鹿児島）征

伐の祈り、 峠の難所を通り、この地で休まれ、仲哀天皇の腰掛岩があるそうです。ちなみに、八

幡宮の総本社は、 大分の宇佐八幡宮です。  

 

  

 

史跡編 中一 撃鼓神社「乳の池」 

【幸袋一口ニュース】 

10 月 26 日の日本プロ野球ドラフト会議で，育成枠ながら、読売巨人軍に幸袋 

出身の大学野球選手が、見事に第 5位に指名されました。名前は広畑塁（ひろ 

はた るい）くんです。現在 22 歳、守備は捕手です。広畑くんは、幸袋小、中か 

ら東海大第五高校、さらに立正大学（埼玉）と、野球一筋で、幼い頃からプロ野 

球選手になることが夢でした。念願かない見事育成枠選手ながらプロ野球選 

手になりました。 



 

１２月３日（日） 

幸袋地区一斉清掃 

を行います！ 
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優勝チームは１２月１０日市のカルタ大会に出場！ 

 

優
勝 

薙
野
子
ど
も
会 

皆様の温かいご支援とご協力をお願い

いたします。 

１２月１７日（日） 

子どもフェスティバ

ル 

開催 詳しくは１２月幸袋公民館館報

にて 


